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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
赤道中層大気波動の力学と波動一平均流相互作用の問題は,1960年代初頭の赤道成層圏東西風準2年周
期振動現象 (QBO)の発見以来,30年にわたり議論されてきたが,観測の困難さと数値モデルの不完全
さのため,現在でもなお,未解決の問題が多々存在している｡
申請者は,この間題に対し,線型理論,非線型力学方程式系の数値時間積分,および簡略化した大気循
環モデル (GCM)の長時間積分,の手段により,赤道成層圏力学の新しい局面を開拓することに成功し
た｡
まず,波動の励起に関しては,球面上のプリミティブ方程式を線型化して,積雲加熱による大気の応答
を計算した｡その結果,赤道域固有のケルビン波,ロスビー波,重力波のそれぞれについて,波動の垂直
伝播特性および波の持つエネルギーや運動量の大きさを定量的に示すことが出来たOまた非線型方程式の
数倍解と比較し,波動の応答が線型理論でかなり良く表現されていることを確認した｡これらの成果は,
従来個別的に行なわれてきた赤道波動論を統一的に理解する上で重要な貢献であると言える｡
申請者はさらに,海水温度一定などの簡略化をした大循環モデルを用いて,対流活動により励起される
各種赤道波の作用により平均帯状流が現実のQBOと同様の振動を示すことの数値シミュレーションに成
功した｡この成果の意義は,単にQBOの数値的再現にとどまらず,その振動を生み出す波動の力学的作
用を詳細に解析し,各種波動のQBOにおける寄与の割合を定量的に明らかにした点にある｡ 従って,こ
の数値実験は,これまでの諸研究に比較して,赤道QBO理論に新しい発展をもたがしたものとして高く
評価することが出来る｡
これら一連の理論計算と数値実験の内容,およびそれに対する波動力学的解釈は,申請者の高い力量を
立証するとともに赤道中層大気力学に優れた貢献を与えたものであり,本論文は博士 (理学)の学位論文
として価値あるものと認定できる｡
調査委員会は平成9年1月14日に,論文内容とそれに関連した口頭試問を行った結果,合格と認めた｡
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